
鶴
岡
市
で
昨
年
度
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
数
が
７

３
５
人
と
な
り
、
少
子
化

が
い
っ
そ
う
深
刻
に
な
っ

て
い
ま
す
。

合
併
で
周
辺
部
と
な
っ

た
旧
町
村
だ
け
で
な
く
、

旧
鶴
岡
地
域
も
こ
の
２
年

間
で
急
激
に
減
っ
て
い
ま

す
。一

方
で
、
自
立
を
め
ざ

す
三
川
町
は
出
生
数
が
70

人
で
、
連
続
し
て

～
60

70

人
台
を
維
持
し
、
ま
ち
づ

く
り
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

合
併
に
よ
る
旧
町
村
の

衰
退
・
市
職
員
大
幅
削

減
が
要
因

鶴
岡
市
は
平
成
大
合
併

に
よ
る
旧
町
村
の
衰
退

や
、
学
校
統
廃
合
に
よ
る

通
学
環
境
の
悪
化
、
自
治

体
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
市
職

員
の
大
幅
削
減
な
ど
が
少

子
化
の
大
き
な
要
因
で

す
。子

育
て
支
援
策
は
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
が

平
成

年
度
ま
で
県
内
最

25

下
位
の
水
準
で
、

年
度

26

で
よ
う
や
く
中
学
３
年
ま

で
完
全
無
料
化
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
を
優
先

し
、
子
育
て
支
援
策
に
遅

れ
て
き
た
市
政
を
改
め
、

周
辺
部
の
地
域
活
性
化

や
、
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

皆
川
市
政
は
新
た
な
子

育
て
支
援
策
に
着
手

皆
川
市
政
は
新
年
度
、

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来

基
金
」
や
第
３
子
以
降
の

小
中
学
生
給
食
費
の
無
償

化
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
整

備
、
子
育
て
総
合
相
談
窓

口
の
設
置
、
南
部
保
育
園

の
移
転
新
築
な
ど
に
着
手

し
ま
す
。

鶴
岡
市
議
会
で
も
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
人
口

減
少
と
地
域
活
性
化
の
テ

ー
マ
で
調
査
検
討
を
お
こ

な
い
ま
す
。
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鶴岡市の地域別及び三川町の子どもの数
（平成30年3月31日現在）
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人

春
を
迎
え
市
内
各
所
で

道
路
の
亀
裂
や
陥
没
な
ど

が
発
生
し
、
共
産
党
市
議

団
に
も
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
冬
は
、
積

雪
が
多
か
っ
た
た
め
、
損

傷
箇
所
も
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。

市
土
木
課
で
は
、
市
道

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
緊
急
性
の
あ
る
箇
所
は

対
応
し
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
場
所
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
共
産
党
市

議
団
ま
た
は
市
役
所
土
木

課
（

―
２
１
１
１
）
に

25

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鶴岡市の地域別子どもの数　（平成30年3月31日）

０歳１歳２歳３歳４歳５歳 ６歳７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳 12歳13歳14歳

鶴岡
男 276 296 338 318 347 327 377 363 392 389 406 408 375 410 398
女 277 313 335 345 359 335 351 362 334 337 334 404 390 362 390
計 553 609 673 663 706 662 728 725 726 726 740 812 765 772 788

藤島
男 23 29 24 26 31 36 31 42 41 39 46 40 50 40 48
女 26 25 35 33 29 35 35 34 41 44 47 46 50 45 55
計 49 54 59 59 60 71 66 76 82 83 93 86 100 85 103

羽黒
男 29 23 41 33 26 32 36 33 33 34 34 29 38 38 43
女 20 29 26 20 22 29 35 36 31 31 37 39 30 33 25
計 49 52 67 53 48 61 71 69 64 65 71 68 68 71 68

櫛引
男 27 27 23 16 29 26 32 25 29 28 34 31 28 29 31
女 25 24 32 23 32 24 20 30 27 35 24 30 29 25 26
計 52 51 55 39 61 50 52 55 56 63 58 61 57 54 57

朝日
男 6 12 13 10 12 15 14 10 17 15 17 14 18 13 20
女 6 10 12 12 8 8 13 14 14 12 18 17 12 15 14
計 12 22 25 22 20 23 27 24 31 27 35 31 30 28 34

温海
男 9 15 19 15 19 13 15 21 18 19 21 24 26 30 36
女 11 10 11 13 16 19 27 20 21 24 23 29 22 22 31
計 20 25 30 28 35 32 42 41 39 43 44 53 48 52 67

合計
男 370 402 458 418 464 449 505 494 530 524 558 546 535 560 576
女 365 411 451 446 466 450 481 496 468 483 483 565 533 502 541
計 735 813 909 864 930 899 986 990 998 1007 1041 1111 1068 1062 1117

三川町の子どもの数　（平成30年3月31日）

０歳１歳２歳３歳４歳５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳 12歳13歳14歳

三川町
男 37 34 42 35 34 35 29 39 38 40 32 28 41 33 37
女 33 32 31 27 33 33 32 32 35 20 33 38 34 29 31
計 70 66 73 62 67 68 61 71 73 60 65 66 75 62 68

マンホール周りに亀裂



美
原
町
に
あ
る
鶴
岡
市

立
南
部
保
育
園
の
新
園
舎

移
転
新
築
工
事
が
、
今
年

７
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。南

部
保
育
園
の
現
園
舎

は
昭
和

年
に
建
設
さ

48

れ
、
今
年
４
月
１
日
付
で

１
２
１
人
（
０
歳
児
は
徐

々
に
受
け
入
れ
）
の
幼
児

が
通
い
、
職
員

人
程
が

50

勤
務
し
て
い
ま
す
。

施
設
は
老
朽
化
が
進

み
、
改
築
が
要
望
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

鶴
岡
市
は
平
成

年
４

32

月
開
所
に
向
け
、
旧
朝
暘

第
四
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
跡

地
に
延
べ
床
面
積
１
８
７

６
・

㎡
、
地
上
１
階
一

12

部
２
階
（
管
理
棟
）
建
の

新
園
舎
を
建
設
し
ま
す
。

市
立
保
育
園
で
は
初
め

て
、
保
護
者
か
ら
要
望
の

多
い
病
児
保
育
（
３
室
）

や
一
時
保
育
施
設
、
発
達

支
援
室
な
ど
も
完
備
し
て

い
ま
す
。

少
子
化
時
代
の
今
だ
か

ら
こ
そ
幼
児
や
児
童
、
生

徒
一
人
一
人
を
大
切
に
育

て
る
た
め
の
環
境
を
早
急

に
完
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
後
も
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
街
づ
く
り
を
協

議
し
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
の
団
体

で
組
織
さ
れ
た

消
費
税
廃
止
田

川
地
区
各
界
連

絡
会
が
７
日
、

「
消
費
税

％
10

へ
の
引
き
上
げ

は
、
き
っ
ぱ
り

中

止

す

る

こ

と
」
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名

活
動
に
取
り
組

み
、
生
協
、
医

療
生
協
労
組
、

民
商
、
農
民
連

な
ど
５
団
体
10

人
が
参
加
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党

上・新園舎遊戯室の内観図

下・老朽化が進む現園舎

鶴
岡
地
区
委
員
会
か
ら
、

坂
本
昌
栄
市
議
と
菅
井
巌

市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
消
費
税
導

入
か
ら

年
目
に
入
り
、

30

安
倍
政
権
が
来
年

月
に

10

％
へ
の
引
き
上
げ
を
狙

10っ
て
お
り
、
併
せ
て
「
複

数
税
率
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
」

な
ど
の
導
入
が
焦
点
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
緊

急
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
生
協
こ
ぴ
あ

は
、
時
折
風
雨
が
激
し
く

な
る
天
候
で
し
た
が
、「
春

ま
つ
り
」
の
開
催
と
あ
っ

て
多
く
の
来
場
者
が
あ

り
、
行
動
参
加
者
が
「
皆

さ
ん
の
声
で
消
費
税
増
税

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
声
を
上
げ
、
準
備

し
た
宣
伝
チ
ラ
シ
が
セ
ッ

ト
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
署
名

の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

署
名
に
応
じ
た
人
か
ら

は
、
「
今
の
デ
タ
ラ
メ
な

安
倍
政
権
は
止
め
さ
せ
な

け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
「
こ
れ

以
上
、
（
消
費
税
）
上
げ

ら
れ
た
ら
困
る
」
な
ど
の

切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

来
場
者
に
は
、
長
崎
県

か
ら
の
お
客
さ
ん
も
お

り
、
訴
え
に
「
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
応
え
署

名
さ
れ
ま
し
た
。

行
動
参
加
者
か
ら
は

「
通
り
過
ぎ
る
人
に
も
テ

ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
た
ら
、

一
緒
の
宣
伝
チ
ラ
シ
を
見

て
、
後
か
ら
署
名
に
応
じ

る
人
が
い
た
」
と
、
工
夫

さ
れ
た
宣
伝
の
や
り
方
に

も
効
果
が
表
れ
、
１
時
間

の
宣
伝
行
動
で
１
０
８
筆

の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。安

倍
政
権
は
、
「
改
ざ

ん
・
隠
ぺ
い
・
ね
つ
造
」

等
が
連
日
報
道
さ
れ
る
よ

う
に
、
民
主
主
義
の
根
幹

消
費
税
大
増
税
路
線
と

大
企
業
優
遇
の
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
で
、
格
差
と
貧

困
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
は
、
賃

金
や
年
金
が
減
っ
た
の

に
、
医
療
も
介
護
も
負
担

増
で
す
。

「
社
会
保
障
や
財
政
再

建
の
た
め
」
と
国
民
を
欺

き
、
所
得
の
少
な
い
人
ほ

ど
負
担
が
重
い
消
費
税
増

税
で
は
な
く
、
巨
額
の
富

を
蓄
え
て
い
る
大
富
豪
や

大
企
業
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
税
制
に
見
直
す
べ

き
で
す
。

大
軍
拡
や
大
型
開
発
中

心
の
予
算
に
メ
ス
を
入

れ
、
税
金
は
社
会
保
障
、

若
者
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
優
先
し
て
使
う
べ
き
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
格
差

と
貧
困
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
、
景
気
の
回
復
に

も
役
立
ち
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
税
金
の
集

め
方
、
使
い
方
を
切
り
替

え
さ
せ
る
時
で
す
。

地
域
各
界
連
で
は
毎
月

日
を
宣
伝
行
動
日
と
し

15て
こ
れ
か
ら
も
行
動
し
て

ゆ
く
予
定
で
す
。

買い物客が次々と足を止めて署名（７日、鶴岡こぴあ）

を
揺
る
が
し
、

特
定
の
産
業
や

業
界
、
企
業
だ

け
が
潤
う
よ
う

な
「
政
治
の
私

物
化
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。


